
令和 4 年度技術士第二次試験問題〔建設部門〕9-10 施工計画施工設備及び積算【選沢科目Ⅱ】 

 

Ⅱ-1-1 切土のり面保護工を選定するうえでの基本的な考え方を説明せよ。また,切土のり面保護

工において,植物によるのり面保護工と構造物によるのり面保護工の中から,工法の名称をそれぞ

れ 1 つずつ挙げて工法の桃要を説明せよ。 

 

解答 

1． 基本的な考え方 

(ア) 法面保護工は、植物または構造物で法面を被覆し、法面の安定を確保するとともに、自

然環境の保全や修景を行うものである。 

(イ) 法面保護工の選定に当たっては、法面の長期的な安定確保を第一に考え、各工種の機能

を十分に理解した上で、経済性や施工性、維持管理性を考慮して選定する。法面緑化工

と構造物工との併用について検討するのが望ましい。 

(ウ) 法面の岩質・土質、土壌硬度、pH 等の地質土質条件、湧水や集水の状況、気温や降水量

等の立地条件や植生等の周辺環境について把握し、法面の規模や法面勾配等を考慮する。 

(エ) 目安として適用する法面勾配が安定勾配よりかなり緩い場合は、岩質・土質に適合する

植生工を選定する。安定勾配より急な法面勾配を採用する場合は、土圧やすべり土塊の

滑動力に対抗できる構造物工や抑止力が期待できる構造物工を選定し、可能ならば植生

工の併用を検討する。 

2． 植物による法面保護工の名称と概要 

(ア) 植生工は法面全体を植物で被覆し、表流水による浸食防止や凍上による表層崩壊の緩和

を期待するものである。次の種類がある。 

① 播種工：種子を直接用いる工法。種子散布工、客土吹付工、植生基材吹付工、植生

シート工、植生マット工、植生筋工、植生土のう工、植生基材注入工など。 

② 植栽工：生育している植物体を用いる工法。張芝工、筋芝工、樹木植栽工など。 

③ 苗木設置吹付工：苗木を設置した上で種子を吹き付ける工法。 

3． 構造物による法面保護工の名称と概要 

(ア) 構造物工は、表層滑落や崩壊、落石など不安定化し無処理では安定を確保できない法面

の永続的な安定を図るものであり、次の種類がある。 

① 柵工：植物が生育するまでの間、表面の土砂流失を防ぐために用いられる。杭と柵

を使用する。 

② プレキャスト枠工：コンクリートブロック製等の枠を使用し、浸食されやすい法面

の浸食防止や、表面が崩壊する恐れがある場合の緑化基礎工として用いるもの。 

③ 吹付枠工：亀裂の多い岩盤法面や早期に保護が必要な法面に用いられる。施工性が

良く凹凸がある場合も適用できる。岩盤剥離防止や表層崩壊防止、緑化基礎工とし

ての機能がある。グラウンドアンカーの支承構造物としても用いられる。 

④ 現場うちコンクリート枠工：湧水を伴う法面等で長期の安定が危惧される箇所や、

コンクリートブロック枠等では崩落の恐れがある場所、コンクリート吹付工等では



浮き石を止めることができない場合などに用いられる。岩盤剥離防止や表層崩壊防

止、緑化基礎工としての機能がある。グラウンドアンカーの支承構造物としても用

いられる。 

⑤ 擁壁工：以下説明は省略 

⑥ 連続長繊維補強土工 

⑦ 杭工 

⑧ グラウンドアンカー工 

⑨ 地山補強土工 

⑩ かご工 

⑪ モルタルコンクリート吹付工 

⑫ 石張工、ブロック張工 

⑬ コンクリート張工 

 

参考資料：道路土工 切土工・斜面安定工指針（平成 21 年度版）日本道路協会 


